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第 ２ 回 令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 （ 火 ）
市立病院等の医療提供体制のあり方に関する検討会 資料１
保 健 福 祉 局 健 康 医 療 部 地 域 医 療 課
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市立医療センターを中心として半径15Kmの範囲
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周産期母子医療センター(４箇所）

分娩取扱い病院（４箇所） 分娩取扱い診療所（１３箇所）

〇北九州総合病院

◎国立小倉医療センター

◎ＪＣＨＯ九州病院

〇芦屋町

〇九州労災病院

◎市立医療センター　

（国立小倉医療センターまで
　直線距離で約16Km）

健和会大手町病院〇
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〇

２つの総合周産期母子医療センターを中心として半径10Kmの範囲

３０Ｋｍ

※走行距離約20Km、車走速度60Kmとすると　
　所要時間約20分

〇

〇

◎産業医科大学病院

２つの総合周産期母子医療センターを中心として半径5Kmの範囲

(直線距離で
片道１５分圏内）

北九州周産期医療圏（分娩取扱医療機関配置図）

要
望 産科診療所から周産期母子医療センターまでの救急搬送時間を知りたい。

対
応
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〇片道約２０分程度

北九州周産期医療圏の最も遠方
にある行橋市の産科診療所から、
「国立小倉医療センター」まで
の実際の走行距離約２０kmを
時速６０kmで走行した場合

〇 平均約３９分

市内産科診療所から周産期母子
医療センターまでの新生児の搬
送時間（救急搬送用保育器が必
要な場合）
【搬送順序】

①消防局 → 母子医療センター（保育器積込）→ 

③診療所 (新生児引受) → ④母子医療センター



要
望 産科診療所がどの程度減少しているか知りたい。

対
応

３
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Ｈ２４ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４

Ｒ６

医 療
機関数

対Ｈ２４
増減

分娩可能
医療機関数

病 院 ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ±０

診療所 ２２ ２１ ２０ １７ １３ １２ ８ －１４

合 計 ３０ ２９ ２８ ２５ ２１ ２０ １６ －１４

出典：保健福祉局地域医療課調べ

（単位：件）

〇 平成２４年度に２２カ所あった分娩可能な診療所が令和６年度には８カ所まで減少



要
望

財務諸表を提示いただきたい。
どのくらいの借金があり、どのくらいの赤字が補填されているか知りたい。

対
応

（抜粋）            損益計算書・セグメント情報（R５） （単位：億円）

医療センター 八幡病院 看護専門学校 本部 合 計
営業損益 ▲ 9.7 ▲ 4.8 ▲ 0.7 ▲ 5.3 ▲ 20.5

営業収益 194.9 101.2 1.3 - 297.4
運営費負担金 8.8 20.1 0.8 - 29.7

営業費用 204.6 106.0 2.0 5.3 317.9
営業外損益 0.9 0.1 - 0.5 1.5

運営費負担金 0.2 0.3 - - 0.5
経常損益 ▲ 8.8 ▲ 4.7 ▲ 0.7 ▲ 4.8 ▲ 19.0

科 目

４
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〇 借金は、１９４.２億円
（貸借対照表（左表）の長期借入金等の合計）

〇 政策医療等の赤字補填は、３０.２億円
（損益計算書（下表）の運営費負担金の合計）

（単位：億円）

金 額 金 額
固定資産 255.5 固定負債 248.5

有形固定資産 233.7 長期借入金等 161.6
無形固定資産 6.9 流動負債 71.9

流動資産 96.2 長期借入金等 32.6
現金預金 50.2 純資産 31.3
未収金 43.9 資本金 15.9

資産合計 351.7 負債・純資産合計 351.7

科 目 科 目
（抜粋）　　　　　　　　　　　　　貸借対照表（R５ ）

R５運営費負担金３０.２億円の内訳
感染症医療 １.３億円
周産期医療 ５.２億円
小児救急を含む救急医療 １４.９億円
看護師養成費 ０.８億円
院内保育所運営費 ０.４億円
企業債元利償還金 ７.６億円

合 計 ３０.２億円


